
 

令和３年度 第１回愛知県環境教育等推進協議会 報告 

                          設楽町立田口小学校 

                               夏 目 貴 司 

○ はじめに 

 

 ・北設楽郡は、県北東部の３町村（設楽町・東栄町・豊根村）からなる山間地域 

 ・自然環境に恵まれ、設楽町には、小規模ながら２中学校・５小学校がある 

 

１ 環境教育実践報告について  ※別冊資料にて口頭説明 

 

 ・校長初任で着任の田峯小は全校１０数名の極小規模校、登録有形文化財の校舎 

  ※平 26 着任、実践報告は平 27～28 の記録 

 ・「ビオトープ協力隊」結成～子どもへの「しかけ」 

～子ども自身の「推進力」 

 ・「協力隊」をお支えくださった加藤氏の存在 

・「田峯環境保全会」県知事表彰の栄誉 

 

２ 提言したいこと（学校にできること～地域との連携） 

 

 ○自然環境に恵まれた地の子どもたちであっても、適切な働きかけがなければ、 

  主体的に動き出せない！ 

 

 ○地域の教育力を活かし、「地域の先達」を学校に呼び込む時、「WinWin の関係」 

  を築きたい！ 

  ※自分たちは要請を受けた「協力隊」であるという、子ども自身のプライド！ 

 

 ○自然環境を守る「持続可能」な取組の大切な一部に、地域の一員である子ども 

も大人もなり得ること、それらをより多くの人に実感してほしい！ 

  ※加藤氏「千年の森」構想は、着実に「人の寿命」を超え「持続可能」になり 

   つつある！ 現任校の自然体験活動にも「驚き」「感嘆」のインパクトあり！ 

 

３ これからの課題（自身のあり方～広く働きかける姿勢） 

 

 ・「持続可能」な視点で、学校や社会教育の取組を見つめ直し、働きかける 

 ・自身の「ルーツ」である設楽町の再発見に努める 

       ～ 自身が「ふるさとボランティアガイド」研修受講・登録 

 ・自然環境だけでなく、歴史風土を語り継ぐことに努める 

       ～ 教員として、地域の一員としてできること 

資料２－２① 
































